
日が長くなり、春が近づいてきたこと感じる時期とな
りました。春は出会いの季節。子ども達が友達と手
をつないで遊べる日常が、少しでも早く戻ることを
願っています。
この絵の舞台は、見能林町三谷の集会所前の風景
です。僕のお気に入りの散歩コースです。

「なかよし」　ふるさとスケッチNo.67従業員は企業の宝！　2

徳島県事業継続応援金　3

全国商工会議所女性会連合会より表彰授与　4
Wikipedia Town in 阿南　5
小さな店が輝く時　7

阿南商工会議所会報

新型コロナウイルス感染予防対策実施でコロナ禍を乗り切ろう！

新たな時代の商工会議所へ
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令
和
４
年
１
月
14
日
、
令
和
３
年
度

優
良
従
業
員
表
彰
式
が
阿
南
市
商
工

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
表
彰
式
は
、
会
員
事
業
所
か
ら
の

推
薦
に
基
づ
き
、
企
業
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
き
た
従
業
員
の
方
々
の
功
績

を
称
え
る
た
め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
10
年
以
上
勤
続
表
彰
が

21
名
、
20
年
以
上
勤
続
表
彰
が
７
名
、

30
年
以
上
勤
続
表
彰
が
３
名
の
計
31

名
（
13
事
業
所
）
の
方
々
が
表
彰
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
表
原
阿
南
市
長
、
兼

松
阿
南
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら
表
彰

状
盾
が
受
賞
者
一
人
一
人
に
手
渡
さ

れ
、
来
賓
の
方
々
よ
り
、
長
年
の
功
績

に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
と
、
今
後
一
層
の

活
躍
に
期
待
す
る
旨
の
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
計
盛
健
志
さ

ん
（
株
式
会
社
岡
部
機
械
工
業
）
か
ら

「
自
ら
の
責
任
の
重
さ
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
仕
事
に
大
き
な
励

み
と
な
り
ま
す
。
こ
の
受
賞
に
深
く
感

謝
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
よ
り
一

層
決
意
を
新
た
に
職
務
に
専
念
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な

お
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
２
月
25
日
、  

若
者
定
住
促

進
委
員
会
は
、
阿
南
市
へ
阿
南
市
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
り
積
立
ら
れ
た
「
ふ

る
さ
と
阿
南
応
援
事
業
基
金
」
を
活
用

し
て
、
阿
南
市
内
へ
若
者
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
増
加
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め

の
施
策
を
策
定
・
実
施
す
る
こ
と
を
要

望
致
し
ま
し
た
。

　

阿
南
市
に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
10

月
か
ら
「
阿
南
市
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
運
用
開
始
以
降
、
寄
附
額
・
寄
附
件

数
と
も
に
伸
び
、
本
年
度
末
時
点
で

は
、
１
億
７
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
は
、
必
要
経
費
を
除
い
た
全
額

を
「
ふ
る
さ
と
阿
南
応
援
事
業
基
金
」

に
積
立
ら
れ
、「
阿
南
Ｓ
Ｕ
Ｐ
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
事
業
」、「
創
業

支
援
に
関
す
る
事
業
」、「
関
係
人
口
の

創
出
・
拡
大
に
関
す
る
事
業
」
な
ど
阿

南
市
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

阿
南
市
の
人
口
は
、
年
々
減
少
を
続

け
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
若
者
を

阿
南
市
内
に
呼
び
込
み
、
生
産
年
齢
人

口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
即
効
性
が

あ
り
、
且
つ
、
効
果
が
高
い
対
策
だ
と

考
え
ま
し
た
。

　

阿
南
市
の
移
住
者
は
、
令
和
元
年

度
３
２
４
名
（
２
１
９
世
帯
）、
令
和

２
年
度
で
は
、
２
０
８
名
（
１
６
０

世
帯
）
と
徳
島
県
内
で
は
常
に
上
位

に
あ
り
、
特
に
令
和
２
年
度
の
移
住

者
の
割
合
は
、
20
歳
未
満
〜
40
歳
代

が
１
７
８
名
と
全
体
の
約
80
％
に
も

及
び
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
若
者
を
呼

び
込
む
た
め
に
「
ふ
る
さ
と
阿
南
応

援
事
業
基
金
」
を
活
用
し
て
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
を
増
や
し
定
住
を
促
進
す
る

施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
よ
う
進

め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
３
月
21
日
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
O
西
日
本
が
整
備
す
る
徳
島
南
部

自
動
車
道
「
徳
島
J 

C 

T 

〜
徳
島
沖

洲
IC
間
（
４
・
７
km
）」
が
い
よ
い
よ

開
通
し
ま
す
。

　

吉
野
川
河
口
に
か
か
る
「
吉
野
川

サ
ン
ラ
イ
ズ
大
橋
」
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
道
路
橋
と
し
て
は
国
内
最
長
級

で
、
昨
年
３
月
開
通
し
た
「
徳
島
沖

洲
IC
〜
徳
島
津
田
IC
間
（
２
・
４
km
）」

と
繋
が
り
、
徳
島
市
中
心
部
と
京
阪

神
方
面
と
の
ア
ク
セ
ス
が
ま
す
ま
す

便
利
に
な
り
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や

人
流
・
物
流
で
地
域
の
活
性
化
に
も

繋
が
り
ま
す
。

　

今
後
、
徳
島
南
部
自
動
車
道
の
南

進
と
し
て
「
徳
島
津
田
IC
〜
阿
南
IC

間
」
の
早
期
整
備
を
待
ち
望
み
ま
す
。

令
和
３
年
度 

優
良
従
業
員
表
彰
式
挙
行

従
業
員
は
企
業
の
宝
！

若
者
定
住
促
進
委
員
会

  

若
者
定
住
促
進
施
策
の
要
望
書
提
出

「
徳
島
南
部
自
動
車
道
」

早
期
全
通
に
向
け
て
延
伸
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令
和
４
年
１
月
28
日
、「
全
国

み
ち
づ
く
り
女
性
団
体
交
流
会
議

２
０
２
１
」
が
今
年
も
全
国
か
ら
23
団

体
が
参
加
し
、
国
土
交
通
省
道
路
局
長

へ
の
要
望
や
各
団
体
の
活
動
報
告
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
、
野
田
聖
子
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
、
森
昌
文
内
閣
総
理
大

臣
補
佐
官
、
ま
た
、
国
土
交
通
省
村
山

一
弥
道
路
局
長
を
は
じ
め
、
歴
代
道
路

局
長
、
学
識
者
・
有
識
者
が
多
数
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
中
で
、
野
田
聖
子
大
臣
よ
り

「
全
国
の
道
が
し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
の

力
で
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
私
た
ち
が
残
し
て
い
く
で
あ
ろ
う

将
来
の
日
本
人
の
た
め
の
宝
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
」
ま
た
、

村
山
道
路
局
長
よ
り
「
生
活
者
目
線
で

道
路
の
必
要
性
を
訴
え
る
活
動
を
長

く
続
け
て
い
た
だ
き
、
敬
意
と
感
謝
を

申
し
あ
げ
る
」
と
励
ま
し
の
エ
ー
ル
を

い
た
だ
き
、
大
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
地
元
の
熱
意
を
失
う
こ
と

な
く
女
性
の
感
性
を
活
か
し
、
情
熱
を

も
っ
て
徳
島
県
南
部
の
道
路
整
備
促

進
に
向
け
、
要
望
活
動
を
続
け
て
ま

徳島県事業継続応援金徳島県事業継続応援金
徳島県独自の支援制度創設！ ～ 国の「事業復活支援金」と併用可能～

新型コロナウイルス感染症の「第 6波」に伴い、厳しい経営環境に直面している県内の中小・小規
模事業者・個人事業者の皆様の事業の継続を支援するため、県独自の支援金制度を創設しました。

申請受付中 !

▶県内に事業所を有する中小法人、個人事業者（フリーランスの方を含む）
▶感染防止対策の徹底と事業の継続に取り組んでいること
▶2022 年（令和４年）の「１月」または「２月」いずれかの月の売上が、
　2019 年（平成31 年）以降の同じ月と比較して30％以上減少している事業者

給付額

給付額 ＝（基準期間の売上合計）－（対象月の売上）×２

令和 4年
５月 31日（火）ま

で

基準期間：2019 年（平成31 年）～ 2021 年（令和３年）の
　　　　    任意の年の「１月と２月」

対  象  月：2022 年（令和４年）１月または２月

給付対象

給付額

※対象月に時短要請等に応じた協力金を受給する場合は、
　当該協力金を対象月の売上金額に含めます。

あわせて活用！
年間売上１億円以下
の事業者の場合
合わせて最大
140万円（法人）
  70万円（個人）

阿南商工会議所会員の皆様の申請をお手伝いします。

全
国
み
ち
づ
く
り
女
性
ネ
ッ
ト
主
催

「
全
国
み
ち
づ
く
り
女
性
団
体
交
流
会
議

「
全
国
み
ち
づ
く
り
女
性
団
体
交
流
会
議
２
０
２
１

２
０
２
１
」
開
催

」
開
催

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
「
全
国
み
ち
づ
く
り
女
性
ネ
ッ
ト
」

は
、
女
性
の
立
場
か
ら
地
方
の
道
路

整
備
の
重
要
性
及
び
必
要
性
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
に

安
心
し
て
安
全
に
住
む
こ
と
が
出
来

る
ま
ち
を
継
承
す
る
た
め
、
み
ち
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
し
て

い
る
全
国
の
女
性
団
体
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
４
年

１
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
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１
月
26
日
、
尾
道
海
技
大
学
校
徳

島
阿
南
校
で
は
六
級
海
技
士
（
航
海
）

第
一
種
養
成
短
期
養
成
科
を
開
講
し
、

８
名
の
訓
練
生
が
入
講
を
許
可
さ
れ

た
。
六
級
海
技
士
（
航
海
）
短
期
養

成
科
が
阿
南
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は

昨
年
に
続
い
て
２
回
目
と
な
る
。

　

式
典
で
は
、
釜
井
校
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
木
下
四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸

支
局
長
、
表
原
阿
南
市
長
か
ら
の
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
訓
練
生

８
名
が
４
カ
月
半
に
及
ぶ
講
習
に
向

け
て
、
一
人
一
人
抱
負
を
語
っ
た
。

　

開
講
式
終
了
後
は
早
速
、
講
習
が

　

こ
の
度
、
当
女
性
会
副
会
長
を
６

年
以
上
務
め
ら
れ
た
丸
山
美
雪
さ
ん

（
㈱
ほ
け
ん
の
１
１
０
番
）
と
西
條
美

恵
子
さ
ん
（
㈲
西
條
農
機
商
会
）
が
、

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
特

別
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

賞
は
、
商
工
会
議
所
女
性
会
の
発
展

と
地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
努
め
た

女
性
会
会
員
に
対
し
て
、
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
か
ら
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　

当
女
性
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
阿
南

の
夏
ま
つ
り
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
の
運

営
や
四
国
八
十
八
カ
所
世
界
遺
産
登

録
事
業
と
し
て
平
等
寺
で
の
お
接
待
、

と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
給
水
活
動
な
ど
、

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

太陽高速印刷有限会社
e-taiyou

〒774-0030
徳島県阿南市富岡町佃町557-1
tel.0884-22-0268  fax.0884-23-3054

〒770-8001
徳島県徳島市津田海岸町5番13号
tel.088-679-6747  fax.088-679-6746

本　社

営業所

info@e-taiyou.co.jp 
http://www.e-taiyou.co.jp

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
よ
り
表
彰
授
与

２
期
生
８
名
が
船
員
を
目
指
し
て
訓
練
開
始
！

　
　
　
　
　
　
　
～
六
級
海
技
士（
航
海
）短
期
養
成
科
開
講
～

開
始
さ
れ
、
訓
練
生
は
船
員
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

講
習
は
２
・
５
カ
月
間
の
座
学
と
２

カ
月
の
乗
船
実
習
が
行
わ
れ
、
過
程

終
了
後
６
カ
月
の
乗
船
履
歴
が
あ
れ

ば
、
最
短
で
10
・
５
カ
月
で
船
員
に

な
れ
る
。　

　
ふ
な
ど
こ
ろ
阿
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
女
性
会
だ
よ
り

　

そ
の
中
で
、
丸
山
さ
ん
と
西
條
さ

ん
は
女
性
会
副
会
長
と
し
て
中
心
的

存
在
と
な
り
、
積
極
的
に
活
動
に
参

加
さ
れ
、
当
女
性
会
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
し
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞
に

繋
が
り
、
去
る
１
月
20
日
に
開
催
し

た
女
性
会
新
年
会
の
場
で
、
兼
松
会

頭
よ
り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　1月31日、藍住町商工会にて藍住・阿南の「まちゼミの会」
役員11名が、徳島県内のまちゼミ情報共有会議を実施した。
　藍住・阿南は共に「まちゼミ」事業に平成25年から取組み、
課題解決や新たな取組も参考に、常に互いの情報共有をし
ながら継続している。
　藍住ではコロナ禍により昨年は「オンラインまちゼミ」を
取り入れ、店主が Zoom 取扱い方法など勉強となり、今年は
消防署・警察署等公共機関も参加し、地域の方々から喜んで

頂けた。阿南では感染対策をとり、対面「まちゼミ」を96%
の店舗で開催し、安心・安全な店舗であることをPRできた他、

「繁盛店づくり支援事業」を取り組んだことが、経営改善や
店主の意識改革に繋がった等、情報交換ができた。
　また、今後継続開催していく為には、組織の見直しや新た
な若者世代の感性等も取り
入れ、それぞれの地域性に合
わせたまちづくりの手法で
開催していきたいと、有意義
な意見交換ができた。

徳島県内「まちゼミ」情報共有会議

賞状受賞者（左）西條美恵子さん・
（右）丸山美雪さん
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ご相談・お問い合わせは  教育ローンコールセンター
月～金 9：00 ～21：00／土曜日 9：00 ～17：00  受付時間

※日曜日、祝日、年末年始（12月31日〜
1月3日）はご利用いただけません。ナビ
ダイヤルがご利用いただけない場合は、
03-5321-8656におかけください。

お子さま
１人あたり

万円
以内350

ご融資額

ご入学前のまとまった
費用の準備が可能

40年以上の取扱実績

固定金利・長期返済が可能

あなたの“未来”応援します。

ポケットに「地域情報」を持ち歩こう!!
(株)まちづくり岡崎とのオンライン会議

　商業部会では2017年の10月から地域情報誌「ぶらり&
あなん」を６回発刊していましたが、現在は一時休刊し、
新たな地域情報の発信手段を検討しているところです。
　そこでスマートフォンを活用して歴史やグルメ・撮影ス
ポットなど地域の魅力を発信し、地域の活性化、来訪者の
周遊促進で効果を上げている愛知県岡崎市の取り組みを参
考にしようと、実施主体である「㈱まちづくり岡崎」とオ
ンライン会議を開催しました。
　㈱まちづくり岡崎は、岡崎市の康生エリア情報を集約し
た「まちのトピックバンクぽけろーかる」というスマート
フォン用ウェブサイトを開設し、「公認ライター」と呼ば
れる市民や事業主がまちの情報を投稿、まちの最新情報が
発信できる仕組みを作っています。さらにこの事業を通し
て、まちづくりに参加する仲間を増やしていくことができ、
人材の発掘や育成にも繋がっていると説明がありました。
　この岡崎市での取り組みは、地域ぐるみでイベントや商
店、観光・歴史など情報を蓄積、発信し、地域活性化の一
助になっています。今後は、岡崎市での取り組みを参考に
しながら、当所で実践できる新たな取り組みを検討してま
いります。

Wikipedia Town in阿南
　観光振興対策委員会では、市内を散策して地域の情報
を書籍や資料で調べ、インターネット上のフリー百科事
典「ウィキペディア」に記事を書くイベント「Wikipedia 
Town in阿南」の第４回を実施した。このイベントは昨
年７月から全４回で開催し、阿南市の名所や歴史・史跡
を再発見するとともに、世界的サイトを活用し情報発信
することによって観光誘客を促し、地域経済への波及効
果につなげることが目的。
　ウィキペディアタウンとは、地域にある文化財や観光
名所などの情報を「ウィキペディア」に掲載し、掲載記
事へのアクセスの容易さを実現するプロジェクト。現存
する観光資源や埋もれている資源を発掘し、その情報を
編集・掲載することで「阿南・観光」などのキーワード
からヒットする多くの観光情報を蓄積する。
　２月20日に行われた第４回目では、参加者14人が椿泊
町にある佐田神社において、同地で活躍した阿波水軍や
水軍統帥であった森一族について学び、境内を視察。視
察後は、専門講師からウィキペディアへの書き込みルー
ルなどに関するレクチャーを受けながら、関連書籍・資
料を参考に、文献調査、記事作成・編集など入力作業を
行い、ウィキペディア上に新たな情報を付け加えた。成
果発表会を終えた参加者からは、「歴史あるまちであるこ
とを再認識した」「書き込んだ情報が世界中に公開される
と思うとうれしい」などの声が寄せられた。

　商業部会　観光振興対策委員会

佐田神社にて坂田神主より説明を受ける
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気
に
な
る
堤
防
の
高
さ

　

た
ま
に
は
堤
防
に
立
っ
て
那
賀
川
の
景
色

を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
特
に
、
朝
日
が
上

る
頃
や
夕
暮
れ
時
に
は
思
わ
ず
ド
キ
ッ
と

す
る
絶
景
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
い
で
に
私
た
ち
の
住
む
街
も
眺
め
て
み
ま

し
ょ
う
。
美
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
家

の
低
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
、

気
に
な
る
の
は
堤
防
の
高
さ
で
し
ょ
う
か
。

堤
防
の
天
端
（
て
ん
ば
：
一
番
高
い
部
分
）

は
住
宅
の
二
階
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

西
日
本
豪
雨
や
千
曲
川
・
球
磨
川
の
水

害
等
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
全
国
あ
ち
こ
ち
の
河
川
で
堤
防
の
決

壊
と
氾
濫
が
連
続
し
て
い
ま
す
。
も
し
那

賀
川
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
と
、

住
宅
は
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

那
賀
川
の
堤
防
は
大
丈
夫
か

　

那
賀
川
で
も
平
成
16
年
・
26
年
等
に
は

大
出
水
が
あ
り
ま
し
た
。
加
茂
と
和
食
の

無
堤
地
区
の
堤
防
工
事
も
か
な
り
進
み
ま

し
た
が
ま
だ
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
阿
南
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ
て
い

る
下
流
の
堤
防
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
平

成
26
年
の
出
水
に
お
い
て
は
、
実
に
10
数

ケ
所
の
堤
防
か
ら
漏
水
が
発
生
し
て
い
た

の
で
す
。「
千
丈
の
堤
も
蟻
の
一
穴
よ
り
崩

れ
る
」
と
い
う
言
葉
の
如
く
、
ど
ん
な
に

堅
固
に
築
い
た
堤
防
で
も
、
蟻
が
掘
っ
て
開

け
た
小
さ
な
穴
が
原
因
と
な
っ
て
崩
落
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
・

県
等
の
管
理
者
は
漏
水
対
策
や
出
水
時
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
「
線
状
降
水
帯
」
と
い
う
言

葉
を
嫌
と
い
う
ほ
ど
聞
か
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
も
は
や
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
那
賀
川
流
域
に
線
状
降
水
帯
が
発
生

す
る
か
、
大
水
害
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

那
賀
川
の
堤
防
は

ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
か

　

視
点
を
変
え
て
、
那
賀
川
の
堤
防
を
つ

く
っ
た
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

図
は
江
戸
時
代
の
那
賀
川
の
旧
河
道
で
す
。

ご
覧
の
よ
う
に
、
多
く
の
島
状
の
地
形
が

散
ら
ば
り
、
地
名
に
「
○
島
」
と
い
う
地

名
が
多
い
と
い
う
由
来
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
上
流
か
ら
流
さ
れ
て
き
た
土
砂

が
徐
々
に
堆
積
し
て
陸
地
が
広
が
り
ま
し

た
。
世
の
中
が
平
和
に
な
っ
た
江
戸
時
代

よ
り
堤
防
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

建
設
機
械
の
無
い
時
代
で
す
か
ら
、「
掻
き

寄
せ
堤
」
と
呼
ば
れ
る
堤
防
、
つ
ま
り
周

辺
の
礫
混
じ
り
の
土
砂
を
掻
き
寄
せ
た
だ

け
の
堤
防
が
築
か
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
も
、
図
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う

に
、
基
礎
工
事
が
で
き
て
い
な
い
旧
河
道
に

土
砂
を
投
入
し
た
だ
け
で
は
脆
い
基
礎（
土

台
）
で
あ
る
と
い
う
の
は
一
目
瞭
然
で
す
。

そ
の
後
、
近
代
化
さ
れ
た
工
事
に
よ
っ
て
表

面
は
強
固
に
な
っ
て
も
、
搔
き
寄
せ
た
土
砂

は
堤
防
の
下
部
に
残
っ
た
ま
ま
な
の
で
、
水

は
浸
透
し
や
す
く
強
度
も
弱
い
ま
ま
で
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
も
、
那
賀
川
の
堤

防
に
は
不
安
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。　

堤
防
の
壊
れ
方

　

堤
防
が
壊
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
水
位
が
高
い
時
や
水
の
勢
い
が

強
い
時
に
は
壊
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
パ
タ
ー
ン
を
分
類
す
れ
ば
、
次
の
三
つ
に

那
賀
川
の
堤
防
の
安
全
度
を
考
え
る

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校　

名
誉
教
授　

湯
城
　
豊
勝

V0l.118

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
め
が
浸
透

に
よ
る
も
の
で
す
。
小
さ
な
穴
か
ら
水
が
浸

透
し
、
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
堤
防
の
決
壊

に
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
ま

ず
川
裏
側
（
堤
内
地
：
人
家
の
あ
る
側
）

か
ら
壊
さ
れ
て
い
き
ま
す
。二
つ
め
が
浸
食
・

洗
堀
に
よ
る
も
の
で
す
。
川
の
流
れ
が
強
い

時
に
起
こ
る
の
で
、こ
の
場
合
は
川
表
側（
堤

外
地
）
か
ら
壊
れ
て
い
き
ま
す
。
流
れ
の

水
衝
部
（
水
の
主
流
線
が
当
た
る
所
）
や
、

堤
防
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
の
境
が
破
堤
の

発
端
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
三
つ
め
が

越
水
で
す
。
堤
防
を
水
が
乗
り
越
え
始
め

る
と
、
堤
防
は
い
と
も
簡
単
に
壊
れ
ま
す
。

こ
れ
も
川
裏
側
か
ら
壊
れ
、
水
の
勢
い
が

強
い
た
め
避
難
で
き
る
ま
で
の
時
間
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
水
面
が

天
端
に
近
づ
く
よ
う
に
な
れ
ば
直
ち
に
避

難
で
す
。

　

今
回
、
那
賀
川
の
堤
防
は
雨
の
降
り
方

以
外
に
も
不
安
要
因
の
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

徳島地本 ホームページ
ツイッター はじめました。
@tokushima_pco

◆ 退職自衛官の雇用に関するお問い合わせ

徳島県徳島市万代町3丁目5  徳島第2地方合同庁舎 5F
〒770-0941
自衛隊徳島地方協力本部 援護課

～今だからこそ～今だからこそ、優、優秀で確実な人材を ～秀で確実な人材を ～ 退職自衛官雇用のご案内退職自衛官雇用のご案内退職自衛官雇用のご案内退職自衛官雇用のご案内退職自衛官雇用のご案内
～教育訓練を通じて培った多様なスキル、～教育訓練を通じて培った多様なスキル、

　社会人として必要な能力が備わっています～　社会人として必要な能力が備わっています～

～教育訓練を通じて培った多様なスキル、～教育訓練を通じて培った多様なスキル、

　社会人として必要な能力が備わっています～　社会人として必要な能力が備わっています～

若年定年退職者 54歳～57 歳
任期制退職者 おもに20歳代

andand

堤防が壊れるイメージ

那賀川の旧河道
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分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
め
が
浸
透

に
よ
る
も
の
で
す
。
小
さ
な
穴
か
ら
水
が
浸

透
し
、
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
堤
防
の
決
壊

に
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
ま

ず
川
裏
側
（
堤
内
地
：
人
家
の
あ
る
側
）

か
ら
壊
さ
れ
て
い
き
ま
す
。二
つ
め
が
浸
食
・

洗
堀
に
よ
る
も
の
で
す
。
川
の
流
れ
が
強
い

時
に
起
こ
る
の
で
、こ
の
場
合
は
川
表
側（
堤

外
地
）
か
ら
壊
れ
て
い
き
ま
す
。
流
れ
の

水
衝
部
（
水
の
主
流
線
が
当
た
る
所
）
や
、

堤
防
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
の
境
が
破
堤
の

発
端
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
三
つ
め
が

越
水
で
す
。
堤
防
を
水
が
乗
り
越
え
始
め

る
と
、
堤
防
は
い
と
も
簡
単
に
壊
れ
ま
す
。

こ
れ
も
川
裏
側
か
ら
壊
れ
、
水
の
勢
い
が

強
い
た
め
避
難
で
き
る
ま
で
の
時
間
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
水
面
が

天
端
に
近
づ
く
よ
う
に
な
れ
ば
直
ち
に
避

難
で
す
。

　

今
回
、
那
賀
川
の
堤
防
は
雨
の
降
り
方

以
外
に
も
不
安
要
因
の
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

グローバルなまちづくりに
　

　2020年10月、保育英語事業を中心に
子育て支援の運営や国際交流まちづく
り応援事業を行っている㈱ Miraicle が
運営母体となり、阿南駅前一番街商店
街の空き店舗をリノベーションし、世
代や国籍関係なく気軽に集える「CAFE 
and BAR NuuN」を開業させました。
１階にはプレートメニューやスイーツ、
コーヒー、アルコールドリンクなどを
提供する「CAFE and BAR」、店内奥に
は親子が利用できる「子育て支援スペー
ス」を 備 え て
お り、２ 階 に
は「コワーキン
グスペース」が
入る複合施設に
なっています。

　店長の濱田
芙美さんは８
年 前、当 時 サ
ニーサイド保
育園の園長を
務 め て お り、
園の利用者の
中には転勤や
移住者が多く、
子育ての親御
さんが情報交換できる場所を探してい
る方や、外国人スタッフから「阿南市
内に外国人のコミュニティーの場や英
語表記が少ない」といった相談が多く
寄せられ、この２つの問題をどうにか
解決できないかと悩んでいました。こ
ういった経験から「色々な人たちが交
流できるカフェや子育て中の家族が集
える場所、外国人が集える場所などが
複合的に入る店舗を作りたい」と考え
始めたことがオープンのきっかけとな
りました。
　現在では、カフェや交流スペースの
ほかに地元店舗商品を委託販売したり、
定期的なイベント開催するなど、再び
商店街に灯りをともし、若者世代から
外国人・地域の人々を引き付けるグロー
バルな拠点として、注目の場所になっ
ています。
　濱田店長はコロナ禍において生活ス

タイルの変化にも向かい合いつつ、新
しいことを取り入れ実践しながら、さ
らに前へ進もうとしています。３月か
らは「夜カフェ」、４月からは外国人と
気軽に「英会話教室」など、周りの協
力者と連携し、新たな事業にチャレン
ジしていきたいと希望を膨らませてい
ます。
　これからも「人」と「人」との縁を繋ぎ、
まちづくりや国際的な拠点として広がっ
ていくことを願っています。

CAFE and BAR　NuuN

阿南市富岡町今福寺 49-10　ミラビル 1階
店長　濱田芙美
電話　080-3169-2845
創業　2020 年 10 月 31 日

　有限会社 花輪の大津屋
本店　阿南市富岡町東新町 78-2
　　　TEL0884-22-0453 FAX.22-0912
会館　阿南市富岡町西池田口 32-1
　　　TEL0884-23-3711 FAX.23-45450I20-22-0453

その
身に
なって奉仕する

阿南市消費者協会
「消費者にやさしい
　　　　　マチづくり」
　　昨年 11月 26日、消費者協会の役員会に表原市長さんをお迎えして
「出前市長」の講座を実施しました。消費者協会の目的や活動内容につ
いて説明した後、「消費者にやさしいマチづくり」について市長さんと
の意見交換を行いました。

○プラごみは最終的にはどの様に処理されているのか。
○図書館の建設計画の予定はどうなのか。
○高齢者に対するデジタル化や運転免許返納後の交通手段は。

など、私たちの質問に詳しく丁寧に説明して頂き、大変有意義な意見
交換会となりました。
　後日、表原市長さんが消費者協会を訪問され、事務所の様子など視
察して頂き、より一層のご理解を深めて頂けた事と思っています。
　今後も引き続き、行政と連携しながら「消費者にやさしいマチづくり」
の実現を目指し、取り組みたいと考えております。

阿南商工会議所 / 青年部・女性会

※上記掲載は、加入の際に掲載承諾を頂いた事業所のみ、ご紹介しております。
　R3・12/1 ～ R4・2/28

民宿ほたるの宿・café お遍路さん
★桜並木の川沿いでキャンプも楽しめる田舎のリゾート
【民宿・飲食業】代表　河野俊明　
阿南市加茂町黒河 22　　TEL:090-4506-4506

稲垣木工所
★手軽な栄養と運動であなたの健康をトータルサポート
【木工業】代表　稲垣喜修
阿南市羽ノ浦町岩脇奥ノ谷 6-234　TEL:090-7141-9179

おうちごはん艶
★新鮮な魚料理をご用意しています。昼から営業・年中無休
【居酒屋】代表　山口浩美　
阿南市津乃峰町東分 113-17　TEL:0884-24-8101
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〈表紙イラスト・文〉羽尻利門（はじりとしかど）プロフィール
絵本作家阿南市見能林町在住。1980 年兵庫県に生まれ、主な作品に、『夏がきた』（あすなろ書房）『ごめんなさい』（ポプラ社）、

『あいつとぼく』（ＰＨＰ研究所）など多数。日本児童出版美術家連盟会員。ホームページ　http://hajiritoshikado.com

光のまちステーションプラザ

明日のヒントが見つかります　参加者募集

お問い合せ・申し込みは　阿南商工会議所　☎0884-22-2301
3月29日㈫～4月10日㈰
宝田町通いの場の作品展
主催/阿南東部高齢者お世話センター
地域の皆さんが作った作品を展示
します。作り方のチラシを配布し
ます。かかし一家がお待ちしてい
ます。	 	 	
	 	 	
	 	 	
	
	 	

3月27日㈰13:30～
作りましょう、春 ～プリザ&ソープフラワー～
参加費	2,500円　
定員5名　持参物なし
申込締切　3月25日㈮
主催：矢田　益実

4月24日㈰13:30～
つまみ細工のチャーム(初心者編)
参加費2.500円　
定員5名　持参物　裁ちばさみ
申込締切　4月22日㈮
主催：つまみ細工専門店　うらら花

4月16日㈯13:00～
　ウォルドルフの手仕事～ぽんぽん鳥つーくろっ!
参加費	500円　
定員6名　持参物　なし
申込締切　4月14日㈭
主催：齋　雅子

4月12日㈫～4月24日㈰ 
ウォルドルフ人形～春～ 
主催/齋　雅子
羊毛と綿ジャージで作る人形	
春のよそおいで展示します。	 	
	 	 	 	
	 	

4月26日㈫～5月8日㈰ 
みんなの節句
主催/光のまちステーションプラザ展示同好会
布小物・書パッチワーク・ち
りめん・ガラス工芸・パステ
ル画・トールペイント・焼き
物等様々な種類の作品が１つ
のテーマで集まります。	
	

令和4年3・4月の催しのご案内
展示会・体験会　開催希望者募集中
●創ったものを見てもらいたい。グループ活動の記念に
　無料で２週間場所をお貸しします。

●教室の宣伝や作り方を教えたいが場所がない方に
　１日無料で場所をお貸しします。

お申込み・お問合せは　☎ 0884-24-3141
　　　　　　　　　　　　　光のまちステーションプラザ 
   

展　
示

体　
験

※展示初日は12 時から。最終日は展示入れ替えの為
　午後３時までには終了します。

阿波踊り活竹人形作り体験常時開催中
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明日から実践 !!
新入・若手社員のためのビジネスマナー徹底トレーニング
企業人としての意識付け・感じの良い応対の実習を通して、印象に残るワンランク上の
接遇応対を学びます。
●日　時　令和４年 4 月 11 日（月）10:00 ～ 16:30
　　　　　　　　　　　　　　　                                    　（12:00 ～ 13:00 昼休憩）●講　師　アソシエイト・ゆう
　　　　　代表 　大仲希美子
●会　場　阿南市商工業振興センター 2 階
●参加費　会員 3,000 円　非会員 6,000 円
　　　　   　（資料代・昼食代含む）
●申込締切　4 月 4 日（月）
●先　着　20 名

2022年度　日商簿記検定試験スケジュール
簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明らかにする技能です。企業の活動を適切、
かつ正確に情報公開するとともに、経営管理能力を身につけるために、簿記は必須の知識です。

回数 級 施行日 申込期間 受験料 (税込 )
第 161 回 １～３級 ６月１２日 ( 日 ) 4/26( 火 ) ～ 5/13( 金 ) 1 級：7,850 円

2 級：4,720 円
3 級：2,850 円

第 162 回 １～３級 １１月２０日 ( 日 ) 10/4( 火 ) ～ 10/21( 金 )
第 163 回 ２・３級 ２月２６日 ( 日 ) 1/10( 火 ) ～ 1/27( 金 )

 

・企業の経理・会計担当者
・利益率を重視する営業担当者
・コスト管理を求められる管理者

・取引先企業の経営状態を把握したい人
・公認会計士や税理士等の国家資格を目指す人
・キャリアアップを考えている人

このような方に役立ちます！

①受験日時が選べる
　・平日や業務時間内に受験できます（土日・祝休日も受験可）
　・社員に受験を勧めやすくなります

②即時採点ですぐに合否が分かる
　・次のステップアップにすぐに取り組めます　・モチベーションが維持しやすくなります
③自宅や会社で受験ができる
　・時間を効率的に使えます　・受験に向けた学習に集中できます
　・「３密」を回避できます

福祉住環境コーディネーター試験
環境社会 (eco) 検定　ほか
東京商工会議所の企画検定試験は
すべてネット試験に変わっています！

※詳しくは、東京商工会議所　検定センターまで
    TEL03-3989-0777(10:00 ～ 18:00)
    https://www.kentei.org

  サービス部会

航空会社と一流ホテル
での勤務 経 験を通し
て培ってきたおもてな
しの心とコミュニケー
ション力を活かし、“ お
客さまの心に残る上質
のマナー ” を指導。

第 11 回 阿南出雲フェスティバル 　その山に丹あり　
3月27日㊐ 13:00〜16:00
阿南市商工業振興センター  
参加費500円

主催：阿南市商工業振興センター　共催：光まわり回廊〜阿南〜・阿波古事記研究会

【記念講演】　阿南市文化振興課　文化財係長　向井公紀
【研究発表】　阿波古事記研究会会長　立石量彦
　　　　　　阿波古事記研究会副会長　三村隆範
　　　　　　邪馬壹国研究会会長　土佐野治茂

事務委託しませんか？
概算保険料に対して委託手数料がかかります。

事務組合に委託された場合、労働保険料
の額に関わらず、年3回に分割して納付
することができます。

通常労災加入することができない事業主
や家族従業者も労災保険に特別加入でき
ます。

労働保険料等の申告や納付、労働保険の
加入手続、雇用保険被保険者に関する届
出などを、事業主に代わって処理します
ので、事務の手間が省けます。


